
 

基地関係特別委員会 会議録（要旨） 

 

○ 開催年月日 令和３年６月 14 日（月） 

 

午前 11 時 30 分 開会 

午後０時 00 分   閉会 

 

○ 場   所 第３常任委員会室 

 

○ 出 席 委 員（１０名） 

委 員 長 知 名 康 司  副委員長 桃 原   功 

委  員 平 安 座 武 志  委  員 桃 原   朗 

委  員 真 喜 志 晃 一  委  員 栄 田 直 樹 

委  員 上 里 広 幸  委  員 宮 城   克 

委  員 石 川   慶  委  員 又 吉   亮 

 

議  長 上 地 安 之 

 

○ 欠 席 委 員（０名） 

 

 

○ 委員外議員（０名） 

 

 

○ 説 明 員（０名） 

 

 

○ 議会事務局職員出席者（２名） 

庶務課長 仲 村 厚 子  主任主事 渡 嘉 敷 真 

 

 

○ 協 議 案 件 

うるま市津堅島への米軍ヘリ不時着について 



基地関係特別委員会 会議録（要旨） 

令和３年６月１４日（月） 

 

○知名康司 委員長 ただいまから基地関係特別委員会を開会いたします。 

（開会時刻 午前１１時３０分） 

 

【協議事項】 

  本件の取扱いについて 

 

○知名康司 委員長 先日の委員会で表題、文案、提出先について会派持ち帰りとなっ

ていることから、各委員から御意見を伺いたい。 

○宮城克 委員 表題について、「ＵＨ-１Ｙヴェノム」と記載されているが、「ＵＨ－

１Ｙヘリ」と改めていただきたい。文案については、原案の１行目、「の第１海兵隊

航空団に配備されている」を「所属機である」に変更、２行目の「ヴェノム（多用

途ヘリ）」を「ヘリ」に変更、３行目の「場所」を「畑」、「事故」を「事態」に変更、

３行目末尾の「不時着した」の後に「ヘリの」を追加、４行目の「事故」を「事態」

に変更していただきたい。 

○石川慶 委員 補足したい。記の１番目、不時着や緊急着陸を繰り返す同型機の運用

を停止とあるが、期間がいつまでか不明であるため、「事故原因の究明及び普天間飛

行場所属機の徹底した点検及び再発防止策を講じるまで同型機の運用を停止し、そ

の点検結果を速やかに公表すること」と変更したい。また、今回の文案では「事故」

ではなく、「事態」に表現を統一したい。さらに、文案の４行目、「近年 2018 年から

2019 年の２年間で４回、今回の事故を含めると５回」と記載されているが、平成 30

年４月 18日の件は熊本空港に予防着陸しており、９月５日の件は久米島空港に予防

着陸、令和元年９月４日は誤って北部訓練場に着陸しているが、それらを事故とし

て含むことに疑義があるため、その箇所は削除してはどうかとの提案も会派の中で

あったことを報告したい。 

○平安座武志 委員 前回も確認したが、記の項目中の「普天間飛行場の一日も早い閉

鎖・返還を実現すること」に辺野古への移設を含むかどうかを再度確認させていた

だきたい。私の解釈では辺野古への移設も含むと理解しているが、どうか。 

○上里広幸 委員 あくまでも今回は不時着に対しての意見書、決議であるため、具体

的な移設先等について言及するものではない。 

○平安座武志 委員 多様な意見がある中で、この文言については個々の判断にゆだね

ると理解してよいか。辺野古移設は含まないという意味ではないとの認識でよいか。 



○上里広幸 委員 辺野古移設については触れていないということである。 

○平安座武志 委員 辺野古への移設に反対する文案ではないと理解してよいかとい

う確認である。この委員会の中には、以前の議会で辺野古への移設促進に関する決

議に賛成した委員もいるため、今回の文案に辺野古への移設反対の意図があると整

合性が取れない。辺野古への移設に賛成の意見も含めて早期閉鎖返還との記載と理

解してよいかとの確認である。 

○知名康司 委員長 今回の意見書、決議はあくまでも不時着に関するものであるため、

移設先については言及しないと提案者の上里委員も発言していることから、そのよ

うに理解していただきたい。 

○平安座武志 委員 認識がこれだけ違うため、辺野古への言及はしないというのであ

れば、文言そのものを削除していただきたい。事故に特化した内容としたほうがよ

いのではないか。 

○知名康司 委員長 各委員の意見も確認しながら進めたい。桃原朗委員。 

○桃原朗 委員 絆輝クラブからの修正案に賛成である。下から４行目の「禁じ得ず、

極めて遺憾である」という文言を「禁じ得ない」に修正していただきたい。 

○桃原功 委員 先ほど平安座委員から意見があったが、普天間飛行場の早期閉鎖、返

還は全議員が同意するものである。辺野古への移設については言及しないものであ

るため、「普天間飛行場の一日も早い閉鎖・返還を実現すること」は残していただき

たい。 

 

○知名康司 委員長 休憩いたします。（午前１１時４０分） 

※提案のとおり文案を修正する。 

○知名康司 委員長 再開いたします。（午前１１時４５分） 

 

○知名康司 委員長 修正した文案について事務局に朗読いたさせます。 

※議会事務局、修正点について説明する。 

○桃原功 委員 持ち帰って会派調整をさせていただきたい。 

○石川慶 委員 文案の５行目、「民間地や空港等」を「民間地等」としていただきた

い。 

○宮城克 委員 宛先について、普天間航空基地司令官は第３海兵遠征軍司令官の部下

に当たるため、これまでは宛先から削除していたのではないか。確認していただき

たい。 

○議会事務局 宛先にはこれまでも記載したことはある。送付の段階で普天間航空基

地司令官あての文書も第３海兵遠征軍司令官に同封して送ることはある。 



○桃原功 委員 新たに普天間基地司令官が任命されたこともあり、現状を知らせるた

めにも宛先に入れておいたほうがよいと考える。 

○知名康司 委員長 全会一致で取り扱うものと決定してよいか。 

（「異議なし」という者あり） 

○知名康司 委員長 それでは、修正案を持ち帰り、会派調整を行っていただきたい。

次回は６月 18日金曜に開催してよろしいか。 

（「異議なし」という者あり） 

○知名康司 委員長 御異議ありませんので、さよう決定いたしました。 

【協議結果】 

 文案について、持ち帰って検討を行い、次回は６月 18 日の午後１時から開催する

ことに決定した。 

 

○知名康司 委員長 以上をもちまして、本日の委員会を閉会いたします。 

閉会時刻（午後０時００分） 


